
女性の活躍応援事業【郡上市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 596 千円

交付金額 298 千円

事業番号 1

連携：郡上市男女共同参画推進審議会
岐阜県男女共同参画・女性の活躍支援センター

郡上市男女共同参画推進審議会にて令和７年度の当事業の報告をし、
意見をいただいた。
また、岐阜県男女共同参画・女性の活躍支援センターから提供される
県主催の事業やセミナーの情報を、市HPやイベント等の場を利用して
市民へ広く周知した。

子育て中の就労や、仕事と子育ての両立に悩む女性の不安を解消し、潜在化している女性の力を引き
出し、人口減少・少子高齢化、担い手不足といった本市の課題への対応を目指すことを目的としている。

《事業目標》
・参加者アンケート（座談会）で「参加して良かった」と回答した割合：【目標】70％→【R7実績】100％
・個別相談の延べ利用者数：【目標】6人→【R7実績】3人
・参加者アンケート（フェア）で「参考になった」と回答した人の割合：【目標】70％→【R7実績】100％
・交流会の延べ参加者数：【目標】10人→【R7実績】17人

・子育て中の就労や、仕事と子育ての両立に悩む女性の不安を解消し、子育て
をしながらも自分のやりたいことに積極的に挑戦しようとする女性をサポートす
るため、セミナーやワークショップ、交流会を開催した。さらに、これから自分の
やりたいことを見つけ、就職活動をする人の最初の一歩をサポートするための
個別相談も継続開催した。
・女性の活躍を応援するフェアを、雇用対策団体と連携して開催し、就労意欲
のある女性と働き手が欲しい企業との相互理解やマッチングの機会を提供した。

・20 歳～ 39 歳の女性の労働力率が上昇しており、Ｍ字カーブの底が浅くなっている。
・令和6年度に実施した、男女共同参画に関する市民意識調査結果によると、
男女ともに「仕事と家庭・地域活動を両立させたい」という回答が最多となっている。しか
し実際は男女とも仕事を優先させている場合が多く、家庭生活との両立のための働き方
改革が求められている。

＜情報発信＞
市HP等による女性の活躍応援事業の取り組み紹介や、女性の活躍意欲の醸成・促進に資するコラ
ムを広報郡上に不定期掲載することで、不特定多数の人々に対する意識啓発をはかった。

＜セミナー＞
市内子育てサークルへ出向き座談会形式でライフプランに関するセミナーを開催した。参加者同士が
顔馴染みということもあり、終始話しやすい雰囲気の中でお互いの悩みや目標を共有し合うなど、母
親同士の交流も見られた。参加者からは「子育て中の女性の働き方のロールモデルについて学びた
い」との声もあり、仕事復帰や自身のキャリアについて考える機会となった。

＜女性の活躍を応援するフェア＞
毎年開催している「ともいきフェア」は、プレイベント・本番の２本立てで開催した。プレ・本番どちらの
イベントにおいても、一般参加者に加えて市内事業所にも声掛けを行い、講義終了後に意見交換の
時間を設けることで、参加者同士がお互いの意見や考えについて理解を深める姿がみられた。

＜交流会＞
「なりたい自分」に近づくための、自己理解・自己表現・自己実現のステップを整理したノート作りを実
施した。全4回の連続参加を通じて、参加者間のつながりが深まり、互いの想いや目標を共有し、応
援し合う姿が見られ、女性活躍と自己実現の後押しに資する取組みとなった。

個別相談については、利用希望者の声やニーズを踏まえた柔軟な開催
方法により、相談希望者が利用しやすい仕組みを目指す。また、当市の
男女共同参画推進審議会より、「世代によって男女共同参画の認識や
浸透状況の差を感じる」との意見があったことから、多様な手法や機会
を活用して幅広い世代へ届くような事業展開となるよう、福祉、教育、商
工部局等による関係部局との横断的な連携（情報共有や相互協力）に
努める。



事業の概要

女性の活躍応援に取り組む市民団体と協働して、子育てと仕事の両立を支援するための環境整備や女性の活躍意欲を増進するための事業を通年的に
展開する。

情報発信
市HP等による女性の活躍応援事業の取り組み紹介や、女性の活躍意欲の醸成・促進に資するコラムを広報郡上に掲載。

子育て世代対象の座談会
市内の子育てサークルにて座談会形式のセミナーを開催。母親たちの思いを聞きながら、キャリアアップやセカンドステップに向けたアドバイスを行う。

交流会（わたしノート）
「なりたい自分」に近づくため、仲間と一緒に自己理解・自己表現・自己実現のステップを整理するためのノート作りを行う。

女性の活躍を応援するフェア（ともいきフェア）
市民と共に男女共同参画について考える場として、平成22年度より毎年開催。令和７年度は、就労意欲のある女性と人材を求める企業との相互理解や
つながり作りを目的としたセミナーや交流会を実施。

【事業実績】
・情報発信（コラム掲載） ４回
・座談会 ２回
・個別相談 ５回
・交流会 ４回
・女性の活躍を応援するフェア（プレ、本番各１回） 
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